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重要取組シート 

取組項目 地域包括ケアシステムの推進に向けた高齢者福祉への取組 

現状・課題 

2025 年を目途に、高齢者の尊厳の保持と自立生活の支援をめざして、できる

限り住み慣れた地域で、いつまでも安心して心豊かに暮らし続けることができるよ

う、地域で医療・介護・介護予防・住まい・生活支援が一体的に提供される地域包

括ケアシステムの推進が重要である。高齢化に伴う介護の重度化やひとり暮らし高

齢者の増加、高齢者同士の介護、認知症高齢者の増加、複数の課題を抱える世帯の

増加などニーズが多様化、複雑化する中、高齢者の地域での生活を支える仕組みづ

くりや、適切な医療と介護サービスが提供できる体制づくりが求められている。庁

内で横断的に連携するとともに、市、医療介護等関係者、市民等が共に力を合わせ

て地域包括ケアシステムを推進していくため、高齢者がすこやかに毎日を過ごし、

住み慣れた地域で支え合い、安心して心豊かに暮らし続けられる地域社会の実現を

めざす。 

取組の 

内 容 

○介護予防あ・し・たプロジェクト事業の推進 

元気高齢者を対象に、「あるく（身体活動）・しゃべる（社会参加）・たべる

（食生活）」のフレイル予防要素に基づくプログラムを提供し、介護予防を実現

する行動変容を促進し、自身で介護予防に継続的に取り組む仕組みを作る。要介

護状態の進行遅延への効果等については、第三者評価機関による評価検証を実施

する。事業の効果を最大限のものとするため、成果連動型委託契約（PFS）によ

り事業を推進する（令和４年度まで）。 

 

○地域包括支援センターの機能強化等の実施 

認知症施策や権利擁護など重要施策を推進するため、基幹型包括支援センター

及び地域包括支援センターの体制の拡充を図るとともに、これらの機能強化と役

割の明確化を図る。 

 

○認知症施策の推進 

 ・認知症の見守りに関する家族支援の取組推進 

・認知症早期発見・早期対応のための取組推進 

 ・「認知症にやさしいまち堺」の取組推進 

・認知症の理解を深める普及啓発を実施 

 ・認知症高齢者等の医療・介護に携わる人材育成 

 

○介護予防・生活支援サービス事業の推進 

・自立支援、介護予防・重度化防止の推進 

コロナ禍における ICT活用など効果的なフレイル予防等の啓発、多様な介護予 

防に取り組むことができる体制づくりや通いの場の創出による取組を推進する。 

・介護予防・日常生活支援総合事業の強化 

   介護予防・日常生活支援総合事業の制度再構築に向け、制度の骨子について 

検討する。また、サービス利用促進、参入事業者の増加に向けた事業の周知啓発 

を強化する。 

 

 

健康福祉局 長寿社会部  

長寿支援課 

 



（様式４） 

取組の 

内 容 

○介護人材の確保に向けた人材育成の推進 

介護サービスの質の維持・向上を図るため、介護業界への入職者の拡大と定着・

育成に向けて、職場環境の改善に取り組めるようになるための支援を行う。労働

環境の改善や業務効率の向上等について優れた取組を行っている介護事業所及び

推薦職員の表彰や研修会等を開催する。 

 

○新型コロナウイルス感染症に関する在宅ケア等支援 

   高齢者の在宅ケア等を継続する場合の新型コロナウイルス感染拡大防止や介護

に関する事業者・家族等への支援など「新しい生活様式」に係る支援を行う。 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 新型コロナウイルス感染症在宅ケア継続支援事業（4月～） 

□ 介護予防あ・し・たプロジェクト事業の推進（4月～） 

□ 基幹型・地域型包括支援センターの評価（6月～） 

中期 

（～11月） 

□ 介護予防・日常生活支援総合事業の利用者拡大と参入事業者増加に向けた、関係

機関への制度周知、働きかけの強化、事業対象者の増加 

□ 認知症サポーター養成 

□ 「認知症にやさしいまち堺」に関する事業実施等（9月） 

□ 認知症見守り等家族介護支援事業の整備検討（7月～） 

後期 

（～3月） 

□ 介護人材確保に関する事業者等表彰、各種研修会等の実施（～3月） 

□ 生活支援コーディネーターと連携し、多様な介護予防に取り組むことができる通

いの場の創出（～3月） 

□ 新型コロナ感染症等拡大防止、「新しい生活様式」への対応支援（～3月） 

次年度 

以降 

□ 介護予防、自立支援に向けた取組強化 

□ 介護人材の確保・育成に向けた取組の推進 

□ 新型コロナ感染症等拡大防止、「新しい生活様式」への対応支援 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□新型コロナウイルス感染症在宅ケア継続支援事業（4月～） 

□介護予防あ・し・たプロジェクト事業の推進（4月～） 

□介護予防・日常生活支援総合事業の利用者拡大と参入事業者増加に向けた、 

関係機関への制度周知、働きかけの強化、事業対象者の増加（4月～） 

□基幹型・地域包括支援センターの業務評価の実施（5月～8月） 

□認知症サポーター養成講座（7月～） 

□認知症家族交流会（6・7月） 

中期 

（～11月） 

□認知症啓発パネル展（9月） 

□認知症本人ミーティング（10・11月） 

□オンラインぬくもりカフェ交流会（11月） 

□介護人材確保に関する事業所等表彰の実施（11月） 

後期 

（～3月） 

□各種研修会等の実施 

・市内介護事業所職員による取組発表会（12月） 

・介護職員向け各種研修会等を実施（～２月） 

・市民向け認知症対応力向上研修実施（３月） 

・医療職向け認知症対応力向上研修を実施（～３月） 

□生活支援コーディネーターと連携し、多様な介護予防に取り組むことができる通

いの場の創出（～3月） 

□新型コロナ感染症等拡大防止、「新しい生活様式」への対応支援（～3月） 
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該当する 

施策 
2－（4）高齢者が住み慣れた地域で心豊かに暮らし続けられる社会の実現 

寄与する 

KPI 
前期高齢者の要支援認定率 

目標値（2025年度） 

2.30% 
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最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
すべての人に健康と福祉を 

3 

寄与する 

KPI 
― 

目標値（2023年度） 

― 

 


